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第１回県政インターネットモニターアンケート 

南海トラフ地震に関する新たな防災対応についてのアンケート 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

回答者数： 592 人（回答率：95.0％） 

 カテゴリー名 回答者数 ％ 

男性 285 48.1% 
性別 

女性 307 51.9% 

10 代 6 1.0% 

20 代 23 3.9% 

30 代 91 15.4% 

40 代 140 23.6% 

50 代 150 25.3% 

60 代 105 17.7% 

70 代 65 11.0% 

80 代 11 1.9% 

年代 

90 代 1 0.2% 

東部 178 30.1% 

中部 206 34.8% 

西部 207 35.0% 
住所 

県外 1 0.2% 

自営業 30 5.1% 

会社員 235 39.7% 

公務員 18 3.0% 

主婦・主夫 155 26.2% 

学生 10 1.7% 

無職 95 16.0% 

職業 

その他 49 8.3% 

＜実施期間＞ 

 平成 30 年 4 月 26 日～5月 11 日 

＜実施者＞ 

 ・静岡県危機管理部 

＜対象者＞ 

 ・県政インターネットモニター 

（県内に在住又は通勤・通学している満 15 歳以上の方（公募） 

参考資料３ 
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問１ あなたの居住地を教えてください。（回答数は１つ） 
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44　その他

43　森町

42　川根本町

41　吉田町

40　小山町

39　長泉町

38　清水町

37　函南町

36　西伊豆町

35　松崎町

34　南伊豆町

33　河津町

32　東伊豆町

31　牧之原市

30　伊豆の国市

29　菊川市

28　御前崎市

27　伊豆市

26　湖西市

25　裾野市

24　下田市

23　袋井市

22　御殿場市

21　藤枝市

20　掛川市

19　焼津市

18　磐田市

17　富士市

16　島田市

15　伊東市

14　富士宮市

13　三島市

12　熱海市

11　沼津市

10　浜松市天竜区

09　浜松市浜北区

08　浜松市北区

07　浜松市南区

06　浜松市西区

05　浜松市東区

04　浜松市中区

03　静岡市清水区

02　静岡市駿河区

01　静岡市葵区

(人)

N=592
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問２ あなたがお住まいの地域には、災害時にどのような危険性がありますか。

（回答数は１つ） 

29.9%

16.6%

42.9%

7.8%

2.9%

津波の恐れがある
（津波浸水域）

土砂災害の恐れがある
（土砂災害警戒区域、急
傾斜・地すべり）

津波浸水域で、かつ、
土砂災害警戒区域

いずれにも該当しない

わからない

177

98

17

254

46

 

問３ あなたがお住まいの建物について教えてください。（回答数は１つ） 

74.5%

15.5%

10.0%

耐震基準を満たしている
（1981年7月以降に建設された建物又
は、耐震補強済みの建物に住んでい
る）

耐震基準を
満たしていない

わからない

441

92

59

 

問４ あなたが昼間によくいる場所（勤務先や通学先、自宅など）は、災害時

にどのような危険性がありますか。（回答数は１つ） 

28.2%

10.8%48.1%

9.8%

3.0%

津波の恐れがある
（津波浸水域）

土砂災害の恐れがある
（土砂災害警戒区域、急
傾斜・地すべり）

津波浸水域で、かつ、
土砂災害警戒区域

いずれにも該当しない

わからない

167

64

18

285

58
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問５ あなたと同居されている方で災害時の避難に支援が必要な方（乳幼児、

児童、介護が必要な方等）がいますか。（回答数は１つ） 

33.1%

66.9%

いる

いない
396

196

 

問６ 過去に南海トラフ沿いで発生した地震は、時間を空け、連動して発生し

たことを知っていますか。（回答数は１つ） 

《南海トラフ沿いで発生した地震》 

○ 「安政東海地震（1854 年:Ｍ8.4）」の 32 時間後に「安政南海地震（Ｍ8.4）」が発生

○  「昭和東南海地震（1944 年:Ｍ7.9）の２年後に「昭和南海地震（1946 年:Ｍ8.0）」

が発生 

19.6%

32.3%

48.1%

知っていた

知らなかった

詳しい時間差までは知らなかった
が、時間をあけて連続して発生し
たのは知っていた

191

285

116
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問７ 気象庁は、平成 29 年 11 月１日から「南海トラフ地震に関連する情報」

を発表することになりましたが、どのような情報か知っていますか。（回

答数は１つ） 

15.5%

52.2%

32.3%

言葉も内容も知っている

知らない

聞いたことはあるが内容は知らな
い

309

191

92

 

問８ 「南海トラフ地震に関連する情報」が発表されることに伴って、東海地

震のみに関する情報（「東海地震に関連する調査情報」「東海地震注意情

報」「東海地震予知情報」）が発表されなくなったことを知っていますか。

（回答数は１つ） 

22.8%

24.2%

53.0%

知っている

知らない

ある程度知っている

143

314

135

 

問９ 「南海トラフ地震に関連する情報」が発表されたときの県の対応（県が

管理する施設の点検、県民への備蓄品の確認の呼びかけなど）について

知っていますか。（回答数は１つ） 

8.1%

28.2%

63.7%

知っている

知らない

ある程度知っている

167

377

48
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問 10  気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合、

あなたは自宅からより安全な場所に避難しますか。ただし、市町から避

難勧告や避難指示は出ていないこととします。（回答数は１つ） 

16.4%

65.2%

18.4%

避難する
わからない

避難しない

386

109 97

 

（１）問２（お住まいの地域の災害リスク）とのクロス集計 

23%

50%

27%

 

19%

64%

17% 24%

76%

0%

 
【津波の恐れがある】    【土砂災害の恐れがある】    【津波浸水域で、かつ、 

（N=177）         （N=98）          土砂災害警戒区域】（N=17） 

9%

77%

14%

 

20%

60%

20%

 
【いずれにも該当しない】    【わからない】     
（N=254）          （N=46）           
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（２）問３（お住まいの耐震性）とのクロス集計 

15%

68%

17%
27%

55%

18% 14%

61%

25%

 
【耐震基準を満たしている】 【耐震基準をみたしていない】  【わからない】 
（N=441）          （N=92）         （N=59） 
 

（３）問４（避難行動要支援者）とのクロス分析 

17%

64%

19% 16%

66%

18%

 
【家族に要支援者がいる】 【家族に要支援者がいない】  
（N=196）          （N=396）          
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問 10-2 問 10 で「１ 避難する」と回答した方に伺います。避難する理由は何

ですか。（複数回答可） 

1

16

33

60

0 10 20 30 40 50 60 70

４　その他

３　地震が発生してからの避難でも遅くはないが、よ
りよい環境の避難所に避難したいため

２　地震が発生してからの避難でも遅くはないが、貴
重品の持ち出し等余裕をもって避難したいため

１　地震が発生してからの避難では遅いため

（人）
 

問 10-3 問 10 で「１ 避難する」と回答した方に伺います。避難する場合、ど

のくらいの期間避難しますか。（回答数は１つ） 

46.4%

24.7%

3.1%

1.0%

18.6%

6.2%

１～３日以内

４日～１週間以内

１週間超～２週間以内

わからない

45

24

3

6

18

２週間超～１ヶ月以内

１ヶ月超
1

 

問 10-4 問 10 で「１ 避難する」と回答した方に伺います。避難先としてどの

ような場所が考えられますか。（回答数は１つ） 

6.2%

28.9%

30.9%

23.7%

5.2%

5.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

６　その他

５　市町が指定している避難所

４　近くの公民館等の公的な施
設

３　親類宅

２　友人・知人宅

１　ホテル・旅館等宿泊施設
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問 10-5 問 10 で「２ 避難しない」と回答した方に伺います。避難しない理由

は何ですか。（複数回答可） 

 

60

25

204

69

152

0 50 100 150 200 250

５　その他

４　誰かの支援がなければ避難することができない
から

３　市町から避難勧告（避難指示）が出ていないから

２　地震が発生するとは限らないから

１　地震・津波に対して安全な場所に住んでいるから

（人）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 10

 

問 11 気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合

に、津波浸水域や土砂災害警戒区域の住民に避難指示が出されることも

想定されます。避難期間として、住民が受け入れられる期間はどの程度

だと思いますか。（回答数は１つ） 

問 12 気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合

に、津波浸水域や土砂災害警戒区域に立地する社会福祉施設の入居者（※

避難行動要支援者）に避難指示が出されることも想定されます。避難期

間として、受け入れられる期間はどの程度だと思いますか。（回答数は１

つ） 

  ※避難行動要支援者：高齢者、障害者、乳幼児等の防災上配慮の必要な方のうち、災害発

生時の避難等に支援を要する方 

問 13 気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合

に、高速道路や主要国道における車両の通行を制限することも想定され

ます。制限期間として、受け入れられる期間はどの程度だと思いますか。

（回答数は１つ） 

問 14 気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合

に、鉄道の運行を停止させることも想定されます。停止期間として、受

け入れられる期間はどの程度だと思いますか。（回答数は１つ） 

問 15 気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合

に、保育園や学校の授業を中止させることも想定されます。中止期間と

して、受け入れられる期間はどの程度だと思いますか。（回答数は１つ）

問 16 気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合

に、病院等の外来診療を中止させることも想定されます。中止期間とし

て、受け入れられる期間はどの程度だと思いますか。（回答数は１つ） 

問 17 気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合

に、銀行の営業を停止させることも想定されます。停止期間として、受

け入れられる期間はどの程度だと思いますか。（回答数は１つ） 

問 18 気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地

震が発生する可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合

に、耐震性が確保されていない百貨店・スーパー等の営業を停止させる

ことも想定されます。停止期間として、受け入れられる期間はどの程度

だと思いますか。（回答数は１つ） 
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10

12

55

66

26

159

117

79

178

160

174

219

131

220

197

213

233

194

181

160

189

124

154

162

70

85

80

49

107

42

61

58

43

56

37

34

66

10

24

22

13

23

16

12

30

7

10

21

45

62

49

52

43

30

29

37

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問11　津波浸水域や土砂災害警戒区域からの
住民避難

問12　津波浸水域や土砂災害警戒区域に立地する
社会福祉施設の入居者の避難

問13　高速道路や主要道路における車両通行制限

問14　鉄道の運行停止

問15　保育園や学校の授業中止

問16　病院の外来診療の中止

問17　銀行の営業停止

問18　耐震性の確保されていない百貨店・スーパー等
の営業停止

停止させるべきではない １日～３日以内 ４日～１週間以内 １週間超～２週間以内 ２週間超～１ヶ月以内 １ヶ月超 わからない
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問 19 南海トラフ地震に関する防災対策等について、ご意見がありましたらご

自由にお書きください。（500 文字以内） 

【主な意見】 

 ※354 人から回答を得た。 

 ※明らかな誤字、脱字等については適宜修正を加え、改行や箇条書きについ

ては、構成を統一した。 

 ※文字数制限で途中で切れている箇所については、パラグラフごと削除した。 

家族に環境の変化に弱い発達障害者がいるので、一般の人と避難場所で過ごすには特

別な配慮が必要です。しかしそんな余裕や場所スペースが避難場所にあると思えず、で

きれば家で過ごしたいです。しかし熊本地震では、避難場所で過ごしていないと避難民

として扱われず、食糧も手当ても得られなかったと噂で聞きました。自分であまり調べ

ていませんが、それが本当だったら大変苦しいです。私たちの為に多くの避難民に犠牲

になってもらいながら避難場所で避難生活を送るより、行政には柔軟に扱ってもらい家

で過ごせるなら過ごしたいです。（30 代、女性） 

設問７、８、９の情報について発表当時は新聞、テレビ等で取り上げられたが、昨年

12 月、今年３月の地域防災訓練は従来通りのものでこの発表について説明もなく、住民

に周知されているとは思われない。実際に発表された場合、日常生活に様々な制限が出

ることは明らかなので、今後の地域防災訓練において情報の周知（特に県の対応につい

て、住民がすべきこと等）及び発表された場合のシミュレーション訓練をお願いしたい。

（60 代、女性） 

施設などの停止期間については、発表から 1 日など営業期間を設け、その後、一週間

などの停止期間を設けるのが良いと思います。また、避難についても準備時間を設けら

れるように、余裕ある指示を期待します。県外へ避難した場合、浜松市や静岡県の対応

や市民県民への指示を得るサイト、電話番号などを知りたいです（50 代、女性）。 

地震はいつ起きるか解らないし予知も出来ないので対策を考えるのはとても難しいと

思う。私は仕事をしているので行動範囲も広いので相対的に高まったといわれてもどこ

まで警戒すればいいのか正直わかりません。国がしっかりと基準を定めてもしもの場合

に一斉に規制をかけてくれるとかしなければ、なかなか県や市町で判断をするのは難し

いと思います。事前に何かをするのも大切だと思いますが事後の防災対策のほうが重要

なのではないかと思います。（40 代、女性） 

南海トラフ地震に関する知識が乏しいため，危険性を感じない。これが一番恐ろしい

ことではあるが。 

国・県からの情報等より，地域に密着した市町の情報を優先する人は多いと思う。防

災対策としては，市町，もっと細かい行政地区への個別固有の情報提供が信頼度が高く

なり，住民の意識を変えさせる方法だと思います。（40 代、女性） 

「大規模な地震発生の可能性が相対的に高まった」の文言の定義をあらかじめ決めて

おいた方が良いと思う。 

 或いは、”ここ数日の間に””近日中に”とか、どの様に解釈すればいいか迷いが生じ

ると思う。 

 避難指示が出されている状況下でどう対応したらいいかを想像しながらアンケートに
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回答しました。（70 代、男性） 

『気象庁から「しばらくの間、静岡県を含む南海トラフ沿いで大規模な地震が発生す

る可能性が相対的に高まった」という情報が発表された場合に』という問いで、自分だ

ったら、身近な人だったらと考えられたように思います。個人的には 1 週間くらいは警

戒した生活にも耐えられそうですが、病院や交通網が遮断されると支障が多々でてくる

と思います。 

また子どもや障がいのある方は、普段と違う環境で２日もいれないと思うので、でき

る限り普段の生活場や見守りできる人が一緒に過ごせる環境での避難対策も必要だと思

います。（40 代、女性） 

地震の恐れがあっても、流通や金融、医療など、生活に密着したサービスを長くスト

ップすることは難しいのではないでしょうか。 

それ以外の業種も、休業するとは思えず、結局仕事のために避難できない人が殆どで

はないかと思います。 

私自身も、沿岸部で勤務していますが、避難勧告が出ていても仕事を休めるわけでは

ないので避難は不可能だと感じます。（30 代、女性） 

沿岸部以外では日常生活が送れるという設定であるなら、経済活動を強制的に止める

ような勧告を出すことが果たして可能なのかがわからない。 

東日本大震災の一週間後、計画停電の日に長距離バスを使って USJ に予定通り行きま

したが自粛ムードは全くなく、逆に電化製品の使えない自宅にいるよりは精神的にも良

かったと思っている。（40 代、女性） 

東海地震に関する情報のみが発表されなくなったことを今回初めて知りました。今ま

で静岡県に住んでいて、東海地震のみのことを考えていました。小学生の頃から東海地

震が必ず来る、と言われて育ったので、改めて南海トラフ地震のことも視野に入れてい

かないといけないんだと思いました。南海トラフ地震が起きた際、あまり揺れがなくて

も津波被害が甚大になることもあるんだな、と考えさせられました。 

地震の可能性がある場合、ライフラインを制限するのは、1、2週間が限度だと思いま

す。特に鉄道はダメージが大きいと思いますし、スーパーなど（30 代、女性） 

地震は起こり得るという意識を風化させないで、常日頃から防災訓練（消火器の使い

方、避難経路の確認、家族が離れている場合の連絡場所や、集合場所）や避難準備（水

や食料、簡易トイレ、医薬品のストックなど）しておくことが重要である。 

 また、いたずらに恐怖心をあおるのではなく、地震が発生した場合にどうすればよい

のかを、NHK 、民放やケーブル TV で、定期的に番組を流してもよいかもしれない。 

 結局、自分の身は自分で守るという結論になる。老若男女問わず、そういう覚悟を持

って日々の生活をおくるべきではないか？（40 代、男性） 

予知が難しい段階で、 色々な機関をとめても、一般の会社などとの差があると思うの

で、金融機関は難しいと思います。 

また病院も、定期的に薬を飲んでいる人は薬をもらえないと命に関わるので、無理だ

と思います。 

混乱させるだけの情報は良くないと思いますので、少しでも予知の確率が上がること

を祈ります。（50 代、女性） 
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防災対応を世帯、個人のレベルで考える訓練が不足しています。自分自身「今、自分

は被害に遭う可能性がＡＢＣＤＥの５段階のどの位置にいるのか」を考えたことがない

のです。考えるためのガイドラインを見たことがありません。この自分の立ち位置を認

識していることは、日頃の行動、情報対応に良い結果をもたらすと思っています。ぜひ、

ガイドラインの設置をお願いします。 

 個人の自己責任行動を尊重すべきです。地震予知は不可能なことは皆知っています。

よって、公共交通機関、店、銀行、病院は通常営業すべきです。（60 代、男性） 

質問 11 以降、「しばらく」の期間を問うていますが、情報を伝える側が根拠を持って

期間を示すべきで、アンケートで聞くのはナンセンスです、質問の意図がわかりません。

情報に精度がなければ期間は決められない、その期間の後すぐに発生するかもしれな

い可能性が、指定された期間での発生確率と変わらないからです。 

突発であるという前提で、起きたらどうするかを考えながら普段の生活を続けるしか

ないように思います。（50 代、男性） 

これは難しい問題だった。「しばらくの間」という文言をどう捉えるかはかなり個人差

があるだろうし、その対象となるものによっても大きく異なるだろう。難しい問題では

あるが、予め目安としてこの程度というコンセンサスを、地域社会で共有すべきであろ

う。（60 代、男性） 

南海トラフ地震に関連する情報が発表されることに伴い、東海地震のみに関する予知

情報などが発表されなくなったことは、県民にとっては大きく後退したという感が強い

のではないかと思う。その分不安が増したといえる（積み上げてきたものが壊されて、

過去の時代に逆戻りしてしまったような）。自分もそのニュースを聞いたときはかなりシ

ョックを受けた。 

早急に、地震予測のどの時点であっても、またどのような予測内容であっても、地域

住民や事業所などが的確に対応できるよう、色々な警戒措置を示して欲しい。（60 代、

男性） 

富士宮市で震度 6 の地震があった時に、停電により現金（カードが使えなかった）と

食料の必要性を強く感じました。銀行・ＡＴＭ・スーパーは極力停止しないで欲しいと

思います。 

「しばらくの間」との表現が、1 か月なのか 1 年なのか…想像しくく感じます。急い

で避難した方が良いのか迷ってしまうので、ある程度の期間のめやすを伝えて欲しいで

す。（40 代、女性） 

 


